
本学の叡智を結集した産官学連携異分野共創の研究拠点である「デジタルバイオ＆ライフサイエンスリサーチパーク」を形成し、ひょうご神⼾地域の中核
的存在として、地域イノベーションを牽引し、地⽅創⽣に貢献する。

取組

【様式1】地域中核⼤学イノベーション創出環境強化事業 令和4年度採択 フォローアップ調書概要

構想
概要

取組︓ベンチャー育成⽀援、スタートアップ⽀援強化

国⽴⼤学法⼈神⼾⼤学 令和５年７⽉

取組︓地域を担う若⼿起業家ならびに卓越若⼿研究者の育成

■⼤学の総合知を社会に還元
■経済・社会的価値のある社会実装の実現 ■社会からの投資の獲得、外部資⾦獲得増加 ■⼤学と社会の間で「知」「⼈材」「資⾦」

「環境」の好循環を強化

地域のイノベーションを牽引

・発掘・起業準備ステージのGAPファンド（⼀部本事業を活⽤）の拡充と育成ス
テージの神⼾⼤学ファンドを継続し、事業化までの切れ⽬のない育成⽀援を強化。
・グローバル拠点都市に選定されたひょうご神⼾ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ・ｴｺｼｽﾃﾑｺﾝｿｰｼｱﾑや京阪神
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｱｶﾃﾞﾐｱ･ｺｱﾘｼｮﾝ(KSAC)、関⻄ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ(KSII)との連携も強
化し、スタートアップ⽀援の拡充等、関⻄地域での連携活動を推進。

・R5年10⽉発⾜。連携交流拠点の設置等プラットフォーム整備。⼤学と地域がともに
進化する共同教育研究事業の実施・展開。先⾏事業として企業ニーズに基づくリカレ
ント教育の他、順次拡⼤。

○デジタルバイオ＆ライフサイエンスリサーチパーク(DBLR)

・神⼾市内の⼤学、企業、⾃治体が参画。産官学連携、グローバ
ル⼈材育成、地域産業活性化を図るプラットフォームの設⽴準備。

○⼤学都市神⼾ 地域連携プラットフォーム

・神⼾医療産業都市を中⼼に、産官学連携による研究加速、イノ
ベーション創出、スタートアップ育成のための中核基盤を拡充・強化。

・DBLRを拡充、産官学連携活動をさらに強化。医⼯学拠点では、インキュベーションラ
ボ拡充や医療創成⼯学専攻を設置し、海外連携強化、医療機器開発、グローバル
卓越⼈材育成を推進。社会システムイノベーション拠点では、社会科学系の参画による
社会実装を加速。健康⻑寿拠点では、ウェルビーイング関連の教育研究活動を推進。

○ベンチャー・スタートアップ⽀援
・学内の優れた技術シーズを事業化するため早期の実証⽀援→GAP
ファンド（⼀部本事業を活⽤）の展開。
・地域の⾦融機関等と連携、バイオ・医療産業が集積する神⼾地区で
成⻑ポテンシャルの⾼いスタートアップへ投資→神⼾⼤学ファンドを組成。

○アントレプレナーシップ教育、若⼿研究者⽀援
・アントレプレナーシップセンターが⾃治体等と連携、イノベーション・ワー
クショップを開講。神⼾⼤学起業部では学⽣がビジネスコンテストで受賞。
・「博⼠課程進学者⽀援奨学⾦制度」を創設。博⼠に進学し卓越研
究者を⽬指す修⼠学⽣を⽀援。テニュアトラック教員に対する研究ス
タートアップ資⾦を提供。

区分 令和3実績 令和4実績
⼤学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ設⽴数 42社 48社
外部資⾦獲得額 149億 160億
共同・受託研究獲得額 59億 63億

区分 令和5⽬標 令和6⽬標 令和7⽬標
⼤学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ設⽴数 52社 57社 62社
外部資⾦獲得額 165億 171億 177億
共同・受託研究獲得額 67億 72億 77億

取組︓産官学連携推進の強化、社会課題の解決
令和4年度（約0.47億円） 令和5年度（約0.55億円）

令和4年度（約0.09億円） 令和5年度（約0.22億円）

令和4年度（約0.44億円） 令和5年度（約0.73億円）
・アントレプレナーシップセンターを中⼼に地域を担うスタートアップ⼈材の育成を促
進。KSACやEDGE-PRIME Initiative事業と連携、⾼校⽣へのアントレプレナー
シップ教育を展開。
・「博⼠課程進学者⽀援奨学⾦制度」の⽀援を拡充。博⼠前期から博⼠後期課
程までのシームレスな教育⽀援体制を強化（20名→40名）。引き続き、テニュア
トラック教員に対する研究スタートアップ資⾦を拡⼤・継続。


